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1.研究の背景と目的

半導体レ-ザ(LD)は,他のレーザなどと比べて小型軽

量,安価,省電力,長寿命などの特徴があり,現在では,

さまざまな分野で広く用いられている.しかし動作特性
上,注入電流や温度により発振周波数が変化するため.

雰囲気温度の影響を受けやすいという欠点もあり,高い

コヒ-レント性が必要な応用分野,たとえばレーザ干渉

計の光源等に使用する際には発振周波数の安定化が必要
不可欠である.

そこで本研究では,外部周波数基準としてRb原子のD2

吸収線(780.02nm)のファラデー効果を用いて得られた制御
信号を利用して安定化を行っている. (1)ここでは,この

安定化方法に大きな影響を与えるレーザの温度制御に視

点を置いた実験と,信号波形整形回路(PEAK回路)を利
用した実験について報告する.

2.実験内容

Fig.l Experimental setup of the Faraday PEAK method.

Fig.1に今回のFaraday PEAK方式による実験系を示す。

LDで発振されたレーザ光は,レンズ(Lensl)によってコリ

メートされ,光アイソレータ(ISOl)を通り.ビームスプリ
ツタ(BSl)で2つに分けられる.一方の光はビート信号観

測用に用い,もう一方を安定化に使用する.安定化に使

用する光は,直線偏光板(LPl)を通過し, 2つのへルムホ

ルツコイルで構成されたコイル(Coill)によりレ-ザ光の進

行方向と平行に直流磁界と交流磁界が印加された外部周

波数基準(Rbセル)を通過する. Rbセルを通過した光は

BS2によって2つに分けられ,それぞれLP2と　LP3によ

り, LPlから+7i/4(rad), -7i/4(rad)に偏光され,それぞれ

Lens2, Lens3で集光し,アバランシホトダイオード(APD

1, APD2)で受光される.受光された光は、信号波形整形
回路(PEAK回路)により　PEAK方式に適した信号波形に

変換される.

また,周波数安定度の評価方法として, Fig.1の系と同
じ系をもうIつ組み, BSIによって分けられた光と光軸を

合わせて集光し、 APDで受光することで2つのレ-ザ光

の周波数差であるビート信号を観測し,アラン分散を算
出する評価法を用いている.

3.実験結果
Fig.2に実験結果を示す.今回の実験では,レ-ザの温

度制御を改善し,かつFaraday PEAK方式を用いることで
安定度が改善された.
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Fig.2 Frequency stabi=les.

4.まとめ

実験結果から, Faraday Normal方式に対しFaraday PEAK
方式での長期における安定度の改善が見られた.今後は

PEAK方式におけるシグナルの改善やFaraday方式の安定

厚に大きく影響すると考えられる直流磁界の安定度向上
などによって安定度の更なる向上を目指す。
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